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優良な取組事例の紹介

　 ごみ減量・ リ サイクル及び適正処理に積極的に取り 組み、大き な 成果をあげている 事業者の皆さ んの事

例を 紹介し ます。さ ら なるごみ減量・ リ サイクルの取組に向け、是非参考にしてく ださ い。

5

　 複数のテナント が入居しているため、テナント ごと にリ サイクル

担当責任者を 選出し 、ごみ減量と リ サイクルを 推進し ています。

廃棄物管理責任者は定期的にテナント を 巡回するなど 、リ サイク

ル担当責任者を 通じ 意識の啓発をしています。リ サイクル担当者

は、廃棄物管理責任者の指示を社員に伝え 、レ ベルアッ プ を 図っ

ています。こ の結果、紙類のリ サイクル率が向上し 、現在は、生ご

みの減量と リ サイクルについて 、飲食店のリ サイクル担当責任者

と「 生ごみ検討会」を設置し 、方策を 立てています。

テナント ごと に

リ サイクル担当者を選出

　 会社全体の環境方針を定め、毎年、ごみ発生量の減量目標を 立

て取り 組んでいます。「 廃棄物は排出し た人、部署が責任を 持つ」

を 基本原則に、個人用のごみ容器を 廃止し 、部署ごと に分別コ ー

ナーを 設置し まし た。ごみは社員が当番制で 保管場所まで 運び、

社員自ら が計量しています。

　 また 、事業所長と 廃棄物管理責任者は社内を 巡回し 、ごみの

分別状況を パト ロ ールし ています。こ のよう に、社員全員がごみ

に関わる 全員参加型の分別システムを 展開し 、成果を 全社員に

公表しています。

全社員がごみに

関わり 意識啓発

　 ごみ減量・ リ サイクルの推進ができる仕組みづく り については、以下のモデルは理想的な優良

モデルですが、こ れまでに「 港区ごみ減量優良事業者等」で表彰さ れた事業所では、多少の違い

はあれ、同様の取組が実施さ れています。

取り 組めば取り 組むほど 環境負荷低減や経費削減等に
もつながる

従量による 単価契約（ ごみ＞紙資源の単価設定）

従業員等へのデータ のフィ ード バッ ク（ 再利用率、前年同月比等の
比較データ の提示による、ビルとしてのモチベーショ ンの維持）

－仕組みづく り の第１ 歩

資源とごみの適切な手元分別（ 特にミ ッ クスの分別） －従業員等への啓発、理解・ 協力、指導

排出量の（ ビル側による ）実量測定 －特に導入初年度の節減効果は大きい

ビ ルと し ての排出量管理 －単年度だけではなく 、複数年でコスト・ 効果の分析・ 測定が可能

廃棄物等処理経費の削減 －取組成果の確認

－改めて従業員等の理解・
　 協力を得て、継続

 

理想的な 優良な 好循環モデル
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3 R の実践と 優先順位

ごみになるも のを

減ら し まし ょ う

不要なものを受け取らない、

余計なものを購入し ない

壊れたも のをすぐに捨てず、

修理して長く 使う

ごみを細かく 分別し 、

リ サイクルにつなげる

購入先などに戻せるも のは

戻し ましょ う

使い終わったも のを捨てずに

繰り 返し 使いましょ う

もう 一度資源として

活かして使いましょ う

つめかえ
つめかえ

ECO

Ｒ 行動推進（ ごみ減量のヒ ント ）

　 3 Rと は、リ デュース（ Red uce： 発生抑制）、リ ユース（ Reuse： 再使用）、リ サイクル（ Recycle： 再生利用）の頭

文字である３ つのRのこと をいいます。３ Rは、ごみを 減らして環境を 大切にする 社会を 作るキーワード です。

この３ Rのみならず、ごみの減量につながる「 R」の行動の推進をお願いし ます。

1

第1のR は

（ 発生仰制）

リ デュース

R e f u s e

第4のR は

（ 拒  否）

リ フューズ

R e p a i r

第5のR は

（ 修  理）

リ ペア

R e fi n e

第6のR は

（ 細かな分別）

リ ファ イン

R e tu r n

第7のR は

（ 返  戻）

リ タ ーン

　 事業活動に伴って発生し た事業系ごみを 減量し ていく ために、も っ と も 効果的な

方法は、3 R を 実践し ていく こ と に尽き ます。

　 3 R は、ごみを 出さ ないよう に工夫する ためのキーワード で すが、3 R の推進は、

事業者の皆さ んにと っても 、様々なメ リ ット があり ます。

事業所から 出る ごみの

リ サイクルをすすめまし ょ う第4 章

　 ごみを 減ら して環境を 大切にする 社会を 作る

う えで 、3 Rは基本と なり ますが、こ の3 R 以外に

も 環境問題を 解決する ためには、様々な R の行

動を 推進し ていかなければなり ません。3 Rと あ

わせて 、ごみ減量につな がる Rの行動への推進

をお願いし ます。

3 R 以外のＲ 行動

　 こ の３ Rは順番も 大切です。まずは、ごみを 出

さ ないこ と が第一であるため、優先順位がも っ

と も 高いのは、リ デュース（ Red u ce： 発生抑制）

と なり ます。

　 第二番目は、ごみになるまで の期間を できる

だけ延ばすこと が次善の策と なるので、リ ユース

（ Reu se： 再使用）と なり ます。

　 そし て 、どう し ても やむなく 発生し てし まっ た

ごみだけを 、リ サイクル（ Recycle： 再生利用）する

こと になり ます。

R e d u c e

R e u s e

第2 のR は

（ 再使用）

リ ユース

R e c y c l e

第3 のR は

（ 再生利用）

リ サイク ル
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　 事業所から 発生する ごみは、建物の用途や事業内容で それぞれ異なり ま すが、職場内で の取組

状況を 確認し 、できるこ と から 実践し まし ょ う 。

3 R 行動セルフ チェ ッ ク リ スト

不用な事務用品は他の部署等で再使用する 。

コ ピー機やプ リ ン タ ーのト ナーカ ート リ ッ ジ

な ど は、メ ーカ ー回収な ど によ り 、詰め替え

可能なも のを 使用する 。

ミ スコ ピー等は、内部資料やメ モ 用紙と し て

裏面を 再使用する。

社内往復文書など は使用済みの封筒を 利用

する 。フ ァ イルは繰り 返し 使用する 。

リ タ ーナブルびん、デポジット 制の商品を 積極

的に使用する 。

流通用梱包材や容器などは繰り 返し 使用する。

リ ースやレンタル、リ サイクル用品を 活用する 。

リ デュ ース（ 発生仰制）

両面コ ピー、ペーパーレス化等で 使

用量を 抑える 。

事務用品の購入にあたっては、在庫

管理を行い無駄なも のを購入し ない。

O A 用紙、新聞紙、雑誌、段ボールな

ど 資源化が可能な も のはご みにし

ない。

ご み箱は必要最低限にし 、でき る 限

り 置かないよう にする 。

過剰包装を 控え、簡易包装など を 推

奨する 。

賞味期限切れ商品などの破棄を でき

るだけ少なく する販売管理を 行う 。

社員食堂でのメ ニューを工夫し 、食べ

残し を 減ら す。

箸袋の簡素化や省略化を 行う 。

食料品の加工く ずな ど は十分に 水

切り を 行い、重量を 減ら す。

分包さ れている 砂糖、調味料などの

使用を 控える。

ペーパー タ オル、紙コ ッ プ 、紙おし

ぼり 、紙製のテ ーブ ルマッ ト な ど 使

い捨て用品の使用を 控える 。

石鹸、シャン プーなど は、必要量だけ

出せる 容器（ ディ スペン サー容器）を

使用する 。

メ ーカ ーや卸売り 業者な ど に対し 、

梱包材や包装材の簡素化を 依頼する。

リ ユース（ 再使用）

O A 用紙、新聞、段ボール等の再生可能な 紙

類は資源化する 。

機密処理、シュ レ ッ ダー処理し たも のも 資源

化する。

コ ピ ー用紙、印刷物等は再生さ れた 製品を

使用する 。

事務用品、ト イ レッ ト ペーパーなど は、環境に

配慮し た再生品を 購入する。

缶、びん、ペッ ト ボト ルなどは納入業者に引き

渡すか、分別をして資源回収業者に引き 渡す。

食べ残し や調理く ずな ど は、生ご み処理機

な ど によ る 堆肥化や家畜飼料な ど に資源化

する 。

使用済みの割り 箸を 回収し 、リ サイク ルに努

める 。

廃食用油を 分別排出し 、リ サイクルする 。

リ サイク ル（ 再生利用）

各職場でチェ ッ ク し て

みてく ださ い。
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●●●●●

●●●●●

●●●●●

●●●●●

秘

事業所における 紙のリ サイク ル2

・ 両面印刷の推進やミ ス コ ピーの裏面を メ モ

用紙やFA X 受信用紙な ど に活用する

・ 文 書 の回覧化、フ ァ イ リ ン グ シ ス テ ム等に

よ り 書類の共有化や一元化する

・ 連 絡 手 段 を 電 子メ ー ル に 変 更 す る な ど 、

ペーパーレス化を 推進する

　 紙ごみの減量を進めるためには、発生源を抑え

るのがもっと も 効果的です。まずは、毎日の事業

活動のなかで、「 紙ごみを 発生さ せないこと 」が、

経費の節約にもつながり ます。

　 ちょ っ と し た心がけで 、すぐ に減量効果が現

れますので 、実践してみまし ょ う 。

　 区内の事業用大規模建築物から 発生する 一般廃棄物のう ち約6 8 ％は紙類です（ P.12参照）。紙ごみの中

には、分別すれば再生利用できるも のが多く 含まれています。ま ずは、できるだけ使用量を 減らすこ と が大

切です。

　 リ サイクル可能な 紙類は、ごみにし ないこと を事業所の一人ひとり に理解しても らう と と も に、３ Ｒ を 具体

的に実践していく こと で 、紙類の減量を 推進してく ださ い。

1 .  紙の使用量を 減ら し 、ごみも 減らす

O A 紙類の使用量を 減ら す

・ 汚れていない紙類はごみ容器に入れず、リ サ

イクルボッ ク スに入れる

・ シュ レ ッ ダー屑のリ サイク ルを 実施する

・ 保存年限が切れた 文 書や機 密文 書は計画

的にリ サイクルする（ 溶解処理）

仕事で使用し た紙を 焼却ごみにし ない
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●● ● ●●

●● ● ● ●● ● ●●

● ●● ● ●● ● ●● ●

O A 紙 新聞

P o k i p o k iP o k i p o k i

衝撃の

●▲×新登場

●●

■■

ミ ッ ク ス
ペ ーパー

雑誌

ダンボール

・ 事業所内で 、ど んな 古紙類が発生し て い る か

種類、排出量など を 調べる

・ どのよう な処理がさ れているか、実態を 把握する

1  ま ずは、手元で 発生し た 紙く ずを すぐ に分別

する（ ※清掃員などの分別に頼ら な い）

2  手 元分別し た も のは、各フ ロ アーに 設置し た

分別ボッ ク スへ、各自で投入する

3  フ ロ アーで 分別さ れた も のは、ビ ル内の再生

資源物の保管場所へ運ぶ

「 古紙類の発生量の把握」→「 回収業者を 選び相談」→「 分別方法の決定と 設置場所の確保」の手順で、

古紙類の資源回収を 実施し ましょ う 。

2 .  紙をリ サイクルする

古紙類の発生量を 把握する

・ 分別し た古紙類をリ サイクルするためには、信頼の

おける回収業者を 選ぶ

・ ど のよう な 古紙を ど んな 品目で 分別収集する

のか、回収方法を 業者と 相談する

信頼できる 回収業者を 選び、相談する

・ 分別方法、分別容器を 確認する

・ 従業員各自が分別し やすい よ う に 、種類 別の

分別ボッ ク スを 設置する

・ ご みの発生を 抑制する た め、机ま わり のご み

容器を 廃止又は間引き する

分別方法の決定と 設置場所を 確保する

古紙類の分別を 実践する

※机まわり のゴミ 容器は

　 置かないよう にし まし ょ う 。
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支  

社

支  

社

本  　 社

＜禁忌品の例＞

・ ビニールコ ート 紙、合成紙、昇華転写紙

・ 臭い（ 石鹸・ 洗剤・ 化粧品・ 線香など ）のついた紙

・ 裏カ ーボン紙、感熱発泡紙

　 多く の事業所から 排出さ れる 紙ごみのな かには、リ サイクルで きる 紙類が

ま だま だ多く 混入し て いま す 。こ のリ サイク ルで き る 紙類で ある ※ミ ッ ク ス

ペーパーを 分別するこ と で 、ごみ処理に係る 経費を 節減で き 、清掃工場に持

込まれるごみの量も 減らすこ と ができます。

3 .  ミ ッ ク スペーパーの分別‐ ごみ減量のポイ ント です！

＜紙の排出量が少ない場合＞

　 一つのオフィ スで 量がまと まら ない、また 、スト ッ

ク する 場所がな い 場合は、近隣のオフ ィ ス ある い

は、支社、営業所に呼びかけて共同回収を 実施し て

います。

（ ※オフィ ス町内会方式： P.35参照）

4 .  その他の紙のリ サイクル方法

　 お 菓子の箱、投げ 込 みチ ラ シ 、包装 紙、（ 窓付き ）封 筒、ハガ キ 、写 真、ノ ート 、メ モ 帳、

シュ レッ ダー屑などのリ サイクル処理できる 紙のこ と をいいます。

　 ミ ッ ク スペーパーの禁忌品と は、※ミ ッ ク スペーパーをリ サイクル（ 再生）するにあたり 、原料

と し て混入を 避ける べきも のをいいます。処理業者によってこ と なる 場合があり ます。

＊詳し く は、収集運搬業者等に、リ サイク ルに適・ 不適な 品目を 確認し てく ださ い！

※ミ ッ ク スペーパーと は？

P o k i p o k i
P o k i p o k i

衝撃の
●▲×新登場

●●
■■

超特価
超特価
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飲料容器・ 食用油・ 生ごみのリ サイク ル3

　 飲料容器は、再び飲料容器として生まれ変わるの

みならず、姿を 変えて様々な形でリ サイクルさ れてい

る模範生といえます。

　 建物内に設置している自動販売機のびん・ かん・

ペット ボト ルは、設置業者による回収が一般的と なっ

ており 、リ サイクルシステムは進んでいます。

①飲料用びんのリ サイク ル

②アルミ 缶、スチ ール缶のリ サイク ル

③ペッ ト ボト ルのリ サイク ル

びん

かん

ペット
ボト ル

分別排出

洗浄 再利用

水洗いをする

熱で溶かす

回収してラ ベルなどの

ごみを取り 除く

細かく フレーク 状に

砕いて洗う
フレークを溶かして

ペレット にする
再生工場で加工

絨毯

ペット ボト ル

洗剤などの

ボト ル

Tシャツ

文房具

スチール缶、家電製品

車、船、建築資材、包丁

ステンレスなど

アルミ 缶、料理用ホイル

お菓子の袋、なべ、やかんなど

細かく 砕き 、さらに
分別洗浄を繰り 返す

びんの色ごと に
分けてごみを取り 除く

溶かした鉄のかたまり を

ローラーで伸ばして板にする

再生板金をローラーで

う すく 伸ばして板にする

溶かしたアルミ を

固めて板金を作る

溶解処理

（ 6 6 0 度以上）

細かく 砕く
押し 固める

押し 固める

けい砂、ソーダー灰、

石灰石などを加え

炉の中で溶かす

びんの形にする

分別排出

分別排出

リ タ ーナブルびん

選
別
す
る

ワンウェ イびん

アルミ 缶

スチール缶
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飲食店などからの

廃食用油

廃食用油回収

リ サイク ル

燃 料

廃食用油リ サイクル工場

燃料

石けん

飼料

　 廃食用油は、固めたり 、紙に吸わせて処理す

る ので はなく 、リ サイク ルする こ と で 焼却する

ごみの量を 減らすこ と ができます。

　 また、排水と して流さ ないよう にリ サイクルす

るこ と で 、水環境への負担が軽減し ます。

　 近年では、軽油の代替燃料（ バイオディ ーゼル

燃料）としてのリ サイクルも 注目さ れています。

食用油のリ サイクル

　 区内の事業用大規模建築物から 発生する 一

般廃棄物のう ち 、約2 5 ％は生ごみ（ P.12参照）で

あり 、紙類の次に減量が求めら れていま す。し

かし 、紙類の多く がリ サイク ルさ れている 一方

で 、生ごみのリ サイクル率は、2 割にも 達し てい

ません。

　 一般廃棄物の減量への取組と し て 、生ごみの

リ サイク ルを 進めていく こ と が課題と なってい

ます。

　 生ご みの減量化は、適正な 食材管理を 行う

こ と が先決で す 。売れ残り 食品の管理の徹 底

や、社員食堂のメ ニュ ーの合理化など で 、生ご

みの発生量を 減ら すこ と がで き ま す。ま た 、生

ごみの大部分が水分であるため、水切り を 徹底

するこ と も 減量化につな がる 第一歩です。

　 生ごみのリ サイク ルは、堆肥化工場、飼料化

施 設、メ タ ン 発 酵 施 設な どへ持ち 込むこ と に

よって 、肥料や飼料、油脂製品、メ タ ン ガスなど

に生ま れかわり ま す。ま た 、生ごみ処理機を 使

用すること も 効果的です。

生ごみのリ サイクル

登録再生利用事業者で

肥料化・ 飼料化

肥料や飼料にする

処理機で資源化

水切ザル使用
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飼料
肥料

食品リ サイク ル法について4

　 食品の製造や加工、調理過程で 生じ たく ず、

食品の流通過程や、消費段階で生じ る 売れ残り

や食べ残し などのこと をいいます。

　 また 、食品廃棄物のう ち 肥料、飼料等の原材

料と なり う る 有用なも のを 食品循環資源と 呼び

ます。

　 食品リ サイクル法と は、「 食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律」と い

い、平成13 年5月に施行さ れた後、平成19 年6 月に改正さ れまし た。

　 こ の法律は、食品の製造、流通、消費の各段階で 、事業者、消費者、国及び地方公

共団体など 、食品廃棄物に関わる も のが一体と なり 、食品廃棄物の「 発生抑制」

「 再生利用」「 減量」に努めること で 、環境に負荷の少ない循環型社会の構築を目指

すも のです。

食品廃棄物と 食品循環資源

　 食品メ ーカ ー、飲食店やホテルなどの食品関

連事業者には、再生利用等の実施にかかる責務

などが規定さ れており 、法律に従ってリ サイクル

を 進めていかなければなり ません。

　 平成1 9 年11月に公表さ れた「 基本方針」で

は、業種別に再生利用等実施率が設定さ れてお

り 、その後平成２ ７ 年７ 月には今後の基本方針

が公表さ れ、令和元年度ま で の新たな 業種別

の再生利用等実施率目標が設定さ れまし た。

食品関連事業者の責務

食品メ ーカ ーなど
百貨店、スーパー、

コ ンビニ、八百屋など

食堂、レスト ラン 、ホテル、

旅館、結婚式場など

食 品 関 連 事 業 者

食品の製造・ 加工業者 食品の卸売・ 小売業者
飲食店及び食事の

提供を伴う 事業者
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● お問い合わせ先一覧………………………………………………………………………………………………P. 3 5

● 参考法令等ー抜粋………………………………………………………………………………………………P. 3 6

事業用大規模建築物の所有者等の役割について

＜早わかり ＞事業系廃棄物等に関するＱ ＆Ａ

1 . 事業用大規模建築物と は？　ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

　 事業用途に供する床面積が1,00 0m 2以上の建築物です。住宅と 事業所の併設建築物の場合は、事業

所部分のみの床面積が1,000㎡以上の場合に対象と なり ます。 （ P. 3 2 参照）

2 . 事業用大規模建築物の所有者及び利用者の役割は？

◆所有者の役割

１ ．ごみの減量義務

２ ．廃棄物管理責任者の選任・ 届出義務

３ ．再利用計画書の作成・ 提出義務

４ ．廃棄物保管場所の設置

　  （ 既存の建物は努力義務など ）

3 . 廃棄物管理責任者の役割は？

　 事業用大規模建築物（ 以下「 建物」と いう 。）の所有者は、建物から 発生する 廃棄物の保管や処理

などの実務責任者と し て「 廃棄物管理責任者」を 選任し ま す。

　 主な 役割は、以下のと おり です。

１ ．建物から 発生する 再利用対象物、廃棄物の発生量及び処理状況の把握

２ ．建物から 発生する 廃棄物の発生抑制、再利用、資源化の推進

３ ．建物の利用者等に対する分別、リ サイクルのための啓発・ 指導

４ ．区及び所有者と の連絡調整など

◆利用者等（ テ ナント 、社員、施設利用者）の役割

１ ．所有者・ 廃棄物管理責任者への協力義務

２ ．ごみの発生抑制、再利用、資源化の推進

（ P.13 参照）

（ P.13 参照）
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8 .マニフ ェ スト 伝票と は？

（ P.9、P.10 参照）

A

A

A

A

A

廃棄物の処理全般について

　 事業活動に伴う 廃棄物は、「 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（ 昭和4 5 年法律第137号）」（ 以下

『 法律』と いう 。）で 事業者自ら の責任において、適正に処理するこ と と さ れています。自ら の責任と

は、自己処理するこ と 以外に、適正に処理できる 者に委託するこ と も 含まれます。

　 廃棄物処理を 委託する 場合には、事業系一般廃棄物は港区の許可、産業廃棄物は東京都の許可

を 受けている 業者に委託し てく ださ い。許可を 受けていない業者に委託し た場合は、法律違反で 罰

せら れます。ただし 、「 古紙、く ず鉄、空き びん類、古繊維」の4 品目のみを 再生を 目的に回収する 業者

や、環境大臣により 再生に係る広域認定や指定を 受けている 業者については、許可を 有し て いなく

ても 委託する こ と がで き ま す。

4 . 事業所の廃棄物は、どのよう に処理する の？

　 事業系一般廃棄物（ 以下「 一般廃棄物」と いう 。）と は、事業活動に伴っ て 生じ た 廃棄物のう ち

産業廃棄物以外の廃棄物のこ と を いいま す。事務所から 排出さ れる「 厨芥類（ 茶殻・ 残飯等の生ご

み）、木く ず、紙く ず」などが該当し ます。一般廃棄物は、条例で処理料金の上限（ 1㎏あたり 4 0 円）が

定めら れています。

5 . 事業系一般廃棄物と は？

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

（ P.7 参照）

（ P. 5 、P. 8 参照）

　 産業廃棄物と は、事業活動に伴って生じ た 廃棄物で、『 法律』で 定める「 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、

廃アルカリ 、廃プラ スチッ ク 類」の6 種類と 、『 法律施行令』で定める「 ゴムく ず、金属く ず、ガラ スく ず」

等の14 種類、計2 0 種類の廃棄物のこ と を いいます。

　 産業廃棄物には処理料金に関する 規定はあり ま せん。廃棄物処理を 委託する 場合は、事業者自

身で適正な 金額であるかを 判断し 契約し てく ださ い。

6 . 産業廃棄物と は？

（ P. 6 、P. 8 参照）

　 産業廃棄物は、『 法律施行令』で委託契約の書面作成が義務づけら れています。一般廃棄物の委託

契約について法的な 定めはあり ま せんが、許可を 有し ていない者への委託や再委託が法律で 禁止

さ れているこ と から 、契約を 行う 際はその点に留意し て、書面による 委託契約を 行ってく ださ い。

7. 廃棄物処理委託契約の注意点は？

（ P. 5 、P. 8 参照）

　 マニフ ェ スト 伝票と は、『 法律』第12 条の3 に定める産業廃棄物管理票と 、区が条例で定める 一般

廃棄物管理票の2 種類があり ま す。産業廃棄物管理票は、産業廃棄物の処理を 委託し た者が処理

受託者に対し 必ず交付し なければなり ません。

　 一般廃棄物管理票は、1日平均10 0 ㎏（ 月平均3ト ン ）以上の一般廃棄物を 2 3 区内の清掃工場等

に運搬する 場合に、条例で 交付が義務づけら れています。
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　 産業廃棄物マニフ ェ スト 伝票は、廃棄物の排出量の多寡に係ら ず、産業廃棄物が排出さ れる 毎に

交付するこ と が、『 法律』で 義務づけら れていま す。交付し ていない場合や伝票を 適正に管理し てい

ない場合、処理業者だけでなく 排出事業者も 処罰さ れる 場合があり ます（ １ 年以下の懲役若し く は

10 0万円以下の罰金）。

　 マニフ ェ スト 制度は、排出事業者が自ら の責任において 、廃棄物の処理工程を 管理するための

制度で す。交付し たマニフ ェ スト は、５ 年間の保存義務があり ま す。

9 . 産業廃棄物「 マニフ ェ スト 」伝票の留意点について

（ P.10参照）

　 廃棄物を 管理する 責任者を 区に報告する 用紙で す。大規模建築物の所有者は、建築物から 生

じ る 廃棄物の減量及び適正処理の推進についての職務権限を 有し 、そ の役割を 遂行で き る 者の

内から 選任し 、区長に提出し な ければなり ま せん。廃棄物管理責任者が変更になっ たと き は、変

更後3 0 日以内に区長に届出し てく だ さ い。ま た 、所有者、廃棄物管理責任者の会社名、所在地な

ど が変更になっ た場合も 、こ の届を 利用し て 、変更と なっ た 項目及び 事由欄に記入し 届出し てく

ださ い。

12 . 廃棄物管理責任者選任届について

（ 記入例Ｐ.31）

　（ 公財）日本産業廃棄物処理振興セン タ ー（ h t tp : //w w w . j w n e t . o r . j p /）が運営する 情報処

理セン タ ーにパソ コ ン や携帯電話等から マニフ ェ スト 情報を 登録し 、情報のやり 取り を する も の

で す。電子マニフ ェ スト を 利用する 場合には、排出事業者、収集運搬業者、処分業者の三者が事

前に加入手続き を 行う 必要があり ま す。

1 0 . 電子マニフ ェ スト と は？

区に提出する 書類などについて

（ Ｐ.13参照、記入例Ｐ.32～34）

　 再利用計画書と は、事業用途に供する床面積の合計が1,0 0 0m 2以上の大規模建築物の所有者から

区長に提出さ れる書類です。

　 当該建築物の用途別床面積などの建築物の属性や、排出さ れたごみや資源物の前年度実績と 今年度

の再利用に関する計画などを記載し 提出してく ださ い。提出期限は、毎年５ 月末日になり ます。

　 なお、条例では、再利用計画書が提出さ れない場合に所有者に対し 、区長は期限を定めて改善勧告を行

う こと ができます。また、勧告しても 提出がないよう な場合には、公表すること ができます。

11 . 再利用計画書について

（ 記入例P.33）

　 区で 定めた 書式がある ので 、そ の書式に従い、前年度実績、今年度計画、対前年度の数値を 廃

棄物の種類ごと に記入し てく ださ い。なお、前年度実績には、当該建築物から 排出さ れるすべての

廃棄物や資源物を 記載する 必要があり ま す。未計上になり やすいも の（ 自販機業者の回収分、テ

ナント が独自契約し た機密文書など ）に注意し てく ださ い。

13 . 再利用計画書の裏面には、どのよう なこ と を 記入する の？

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ
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考
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（ 記入例P.34）

　 廃棄物の種類ごと に容器等の配置場所から 最終処分先ま で処理の流れを 記入し てく ださ い。な

お、種別欄には、再利用計画書の種別と 対応する よう 記載し てく ださ い。

14 . ごみ処理・ リ サイク ルフ ロ ー図には、どのよう なこ と を 記入する の？

（ P.17参照）

　 選任を行う に当たっては、同時になら ないよう にし なければなり ません。ただし 、同一敷地内又は、近接

する場所にある2つ以上の事業用大規模建築物の所有者が同じ 場合で、一人の廃棄物管理責任者がそ

の2つ以上の建築物の廃棄物管理責任者になっても 、その職務に支障が生じ ないと き は、可能です。

15 .廃棄物管理責任者ですが、同時に別建物の廃棄物管理責任者になれますか？

　 基本的には、棟ごとに廃棄物管理責任者を選任し てく ださ い。ただし 、学校・ 病院・ 工場など同一敷地内ま

たは敷地や道路をまたがって、廃棄物の処理や保管が一体的に行われている場合は、１棟と みなし ます。管

理し ている建物で、異なる住居表示が付番さ れている場合は、再利用計画書上でも 、「 本計画書に含まれる

他の建築物の名称等」欄等に反映するよう になっていますので、ご協力をお願いします。

同一敷地内又は敷地や道路を またがって管理し ている 複数の建物があり

ます。廃棄物管理責任者を それぞれ選任する 必要があり ますか？

　 港区では、条例に基づいて、事業系廃棄物の適正処理、ごみ減量・ リ サイクル推進のため、事業用途

に供する床面積の合計が1,0 0 0m 2以上の事業用大規模建築物の訪問検査を 実施しています。再利用

計画書に基づいた廃棄物の発生量・ 再利用量、処理委託契約書やマニフェ スト 伝票などの管理状況、

ごみの分別・ 保管状況を 確認し 、必要な指導・ 助言を 行います。立入検査の際には、ご協力を お願いし

ます。

18 . 区が行う 廃棄物の適正処理、排出指導に関する 立入検査と は？

（ P.17参照）

　 港区では、平成2 1年に「 港区ごみ減量優良事業者等表彰制度」を 創設し 、模範的で 優れた取組を

行う こ と で、リ サイク ル率の向上などの成果を あげている 事業者を 表彰し ていま す。ごみ減量のた

めの仕組みづく り と 手元分別の推進などの取組が建物と し て一体的に行われている こ と など が選

定基準です。自薦による 訪問調査（ 区のＨ Ｐ から ダウン ロ ード ）も 受け付けていますので、ごみ減量・

リ サイクル推進の取組で優れていると 思われる 場合は、是非その申込の手続き を お願いし ます。

19 . 港区ごみ減量優良事業者等表彰と は？

（ P.14参照）

（ 記入例P.32）

　 こ れま で に港区の講習を 受けて い な い 、新任の廃棄物管理責任者（ 事業用途に供する 床面積

3 , 0 0 0 m 2以上の事業用大規模建築物）には、ごみ減量に関する 基本的知識を 習得し 、当該建築物

内においてご み減量・ リ サイク ル推進の取組が円滑にで き る よう に、港区が実施する 講習会の受

講が義務付けら れていま す。

　 また、受講対象外（ 事業用途に供する床面積3,000㎡未満）の方についても 、講習会の受講は可能です。

17. 廃棄物管理責任者講習会と は？

16 .

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ
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〈 記 　 入 　 例 〉

（ ※港区の受講歴）
※

届出用紙は、港区ホームページ（ h t tp ://w w w .c i t y .m in a to .to k y o . j p ）から ダウンロード できます。

※1 　 所在地と は、区から の書類等の送付先として確実に本人に届く 住所地をいいます。

※2 　 事由については、変更し た事項に応じ て 、記入してく ださ い。

ホーム ＞ 申請書ダウン ロ ード  ＞ （ カ テゴリ ー一覧）環境・ ごみリ サイクル ＞ 港区廃棄物の処理及び

再利用に関する届出

廃棄物管理責任者選任届（ 記入例）

参
考
資
料

http://www.city.minato.tokyo.jp
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再利用計画書（ 表面の記入例）

《 注1 》記入欄が不足する 場合は、別紙一覧表を 添付してく ださ い。

《 注2 》住宅が併設さ れており 、かつ住宅からのごみ等を区の収集に出している場合は、事業用延床面積から

　 　   除きます。6 ,0 0 0 m
2

（ ○△ビル事業用延床面積）＝9 ,5 0 0 m
2

－3 ,0 0 0 m
2

（ ○△商事別館）－5 0 0 m
2

（ 住宅）

《 注3 》本計画書に含まれる他の建築物がある場合は、その面積（ 3 ,0 0 0 m
2

○△商事別館）も含めて合計して

　 　   く ださ い。

《 注4 》廃棄物管理責任者講習会の受講の有無に「 ○」を 付けてく ださ い（ 修了証番号も 分かれば記入）。

〈  記　 入　 例 〉

参
考
資
料
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《 注1 》色付きOA 用紙は含まない。OA 用連続帳票を 含む。メ モ用に裁断し たも のを 含む。

《 注2 》機密性を 保持し たまま溶解処理をし た文書類。テナント 独自処理分についても 把握の上、報告。

《 注3 》色付き OA 用紙を 含む。

《 注4 》①～⑤以外の紙類（ シュレッ ダー屑、包装紙など）をミ ッ クスペーパーとしてリ サイクルしている場合。

　 　   鉄道事業者が乗車券のリ サイクルを行う 場合は、こちらに記入。

《 注5 》①～⑥以外の紙類。汚れた紙など再生に適さ ない紙。

《 注6 》①～⑧以外のも の、一般廃棄物の「 動物死体」「 ガーゼ等の医療廃棄物」「 紙おむつ」を含む。

《 注7 》建物内の全ての自動販売機で、ベンダー業者が回収している分を含む。

《 注8 》金属、ガラス、陶磁器類、プラスチッ ク 類、ゴム、皮革、汚泥、ビニール類など（ 注射針等の医療系

　 　   廃棄物を含む）の⑩～⑭に属さ ない不燃、焼却不適物。

《 注9 》指定業種が排出する「 木く ず」「 紙く ず」「 繊維く ず」「 動物系固形不要物（ と 畜場で解体し た畜獣に

       係 る固形状の不要物）」など 。

その他　 ※清掃工場以外の、＜民間処理施設＞でサーマルリ サイクルさ れている 品目があれば、再利

　 　 　 　 　 用量に含めて計上してく ださ い。その場合は、必ず別紙ごみ処理・ リ サイクルフ ロー図に最終

　 　 　 　 　 処分先を記入してく ださ い。

　 　 　 　 　 1 ．臨時に排出する什器類・ 粗大ごみについては記載は不要です。

　 　 　 　 　 2 . 再利用率は、再利用量を 発生量で除し 、小数点以下第１ 位まで記入してく ださ い。

再利用計画書（ 裏面の記入例）

【 記入例】　 10 .0 9ｔ （ 10 ,0 9 0 ㎏）　 ⇒　 10 .1ｔ

※ただし 、0 .0 4ｔ （ ４ 0 ㎏）のよう に、小数第2位を四捨五入すると 数値が「 0 .0ｔ 」と なってしまう

　 場合は、四捨五入せずにそのまま小数第2位までの数値（【 例】0 .0 4ｔ ）と 記入してく ださ い。

参
考
資
料
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ごみ処理・ リ サイク ルフ ロ ー図（ 記入例）

再利用計画書の裏面の「 廃棄物の種類」と フ ロ ー図の「 種別」は一致さ せ、「 最終処分先」まで の廃棄

物の流れを 、現状にあった内容で記載してく ださ い。

参
考
資
料
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お問い合わせ先一覧

東京二十三区清掃一部事務組合施設管理部管理課

港区環境リ サイクル支援部みなとリ サイクル清掃事務所
許可指導担当

清 掃 事 業 係

搬入承認・

手数料係

港区リ サイクル事業協同組合

指導担当（ 委託契約）

審査担当（ 許可）

規制監視担当（ 処理、マニフェ スト ）

事業系一般廃棄物に関すること

（ 再利用計画書、一般廃棄物管理票（ マニフェ スト ）適用対象事業者の届出受付など ）

☎0 3 -3 4 5 0 -8 0 2 5

みなと エコ・ オフィ ス町内会
事務局代行：

株式会社こんの　 東京営業所（ 申込） ☎0 9 0 -6 7 8 9 -8 6 9 9

☎0 3 -6 2 3 8 -0 8 3 0

☎0 3 -3 2 3 2 -6 2 4 9

清掃工場などへの持込に関すること

東京廃棄物事業協同組合

一般廃棄物処理業者の紹介

☎0 3 -5 2 8 3 -5 4 5 5一般社団法人　 東京都産業資源循環協会

☎0 3 -3 4 4 2 -2 141

産業廃棄物の処理業者の紹介・ マニフェ スト の販売

小規模事業者向けリ サイクルシステム（ 古紙等の共同回収）

☎0 3 -5 3 8 1 -6 3 3 5一般財団法人　 東京都弘済会

☎0 3 -3 2 3 2 -6 2 4 9東京廃棄物事業協同組合

港区オフィ スリ サイクルシステム

マニフェ スト 販売業者

☎0 3 -5 3 8 8 -3 5 8 6
☎0 3 -5 3 8 8 -3 5 8 7
☎0 3 -5 3 8 8 -3 5 8 9

東京都環境局資源循環推進部

産業廃棄物対策課

産業廃棄物に関すること
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参考法令等ー抜粋

1 　 事業者の責務（「 廃棄物の処理及び清掃に関する法律」　 第３ 条）

（ 1 ） 自己責任で処理

事業者は、その事業活動に伴って生じ た廃棄物を自ら の責任において適正に処理すること 。

（ 2 ）リ サイクルの促進

事業者は、その事業活動に伴って生じ た廃棄物の再生利用等を行う こと により その減量化に努める

と と も に、物の製造、加工、販売等に際して 、その製品、容器等が廃棄物になること も 含めて循環的

な利用を 促進すること 。

（ 3 ）行政への協力

事業者は、廃棄物の減量その他その適正な処理の確保等に関し 、国及び地方公共団体の施策に協

力すること 。

2 　 所有者等の義務（「 港区廃棄物の処理及び再利用に関する条例」　 第19 条）

（ 1 ） リ サイクル促進とごみ減量

再利用を 促進する等により 、事業系一般廃棄物を減量すること 。

（ 2 ） 廃棄物管理責任者の選任

廃棄物管理責任者を 選任し 、区長に届け出ること 。

（ 3 ） 再利用計画書の提出

「 事業用大規模建築物の所有者は、区規則で定めると ころにより 、再利用に関する計画を 作成し 、

当該計画書を区長に提出し なければなら ない。」

（ 4 ） ごみ減量に関する占有者（ テナント ）の所有者に対する協力義務

3 　 事業用大規模建築物（「 港区廃棄物の処理及び再利用に関する規則」　 第４ 条）

事業用途に供する部分の床面積の合計が1,0 0 0 m 2以上の建築物が対象。

４ 　 廃棄物管理責任者（「 港区一般廃棄物の処理及び再利用に関する規則」　 第５ 条）

（ 1 ） 原則は1建築物に１ 人

廃棄物管理責任者の選任は原則、事業用大規模建築物ごと に行う 。

（ 2 ） 複数の建物の管理

同一敷地内又は近接する 場所にある2 以上の建築物の所有者が同じ である 場合で、１ 人の廃棄物

管理責任者が複数の建築物の廃棄物管理責任者と なっても その職務に特に支障がないと きは、複

数の管理が可能。

（ 3 ） 選任の届出期限

廃棄物管理責任者の選任の届出は、選任をし た日から 3 0 日以内に行う 。

5 　 廃棄物管理責任者の選任等及び役割（「 港区事業用大規模建築物における 廃棄物の減量及び

適正処理に関する 指導要綱」　 第５ 条及び第6 条）

①「 所有者は、（ 略）廃棄物の減量及び適正処理の推進についての職務権限を有し 、（ 略）定める役割を 遂

行できる者の内から 廃棄物管理責任者を 選任し なければなら ない。」

②「 廃棄物管理責任者は、次の事項を行う と と も に、所有者及び占有者（ テナント ）に対し 廃棄物の減量

及び適正処理を推進するために必要な措置を講ずるよう 要請すること ができる 。」

（ 1 ） 建築物から 生ずる 再利用対象物・ 廃棄物の発生量及び処理状況の日常的な実態の把握

（ 2 ） 建築物から 生ずる廃棄物の発生・ 排出抑制の推進

（ 3 ） 建築物から 生ずる廃棄物の再利用・ 資源化の推進

（ 4 ） 建築物利用者に対する廃棄物の発生・ 排出抑制、再利用・ 資源化のための指導

（ 5 ） 区及び所有者と の連絡調整
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